に 笑って、 立ち どまり、 だくだく 流れる 顔の 汗 を 鼠 い 

ろに 汚れて いる タオルで 拭きながら、 春 日 町、 春 日 町、 

と 何度も 眩いて 考えて 下さいました。 それから、 こ 

う 言いました。 春 日 町 は、 たいへん 遠いです 〔# 「遠い 

です」 は 底本で は 「遠いて す 匕。 そこの 練 馬 駅から 東上 

線で 池 袋へ 行き、 そこで 省線に 乗り換え、 新 宿駅へ 着 

いたら、 東京 行の 省線に 乗り換え、 水道 橋と いうと こ 

みち 

ろで 降りて、 とたい へん 遠い 路 のりを、 不自由な 日本 

語で 一 生 懸命に 説明して 下さい ましたが、 どうやら そ 

れは、 本 郷の春 日 町に 行く 順路な ので ありました。 お 

話 を 聞いて、 そのお かたが 朝鮮のお かたで あると いう 



こと も、 私に はすぐ にわかり ましたが、 それゆえ いつ 

そう 私に は 有が たくて、 胸が 一 ぱいに なった のでした。 

日本の ひとは、 知っていても、 面倒な ので、 知らん と 

言って いるのに、 朝鮮の t のお かたは、 知らなくても、 

なんとかして 私に 教えて 下さろう として 汗 を だらだら 

流して 一生懸命に おっしゃる のです。 私 は、 おじさん、 

ありがとうと 言いました。 そうして、 おじさんの 教え 

て 下さった とおりに、 練 馬 駅に 行き、 また 東上 線に 乗つ 

て、 うちへ 帰って しまいました。 よっぽど、 本 郷の春 

日 町まで 行こう かしらと 思いました。 うちへ 帰って か 

ら、 なんだか 悲しく 具合いの わるい 感じでした。 私 は 



皺が 畳まれて、 お気の毒 というより は、 何だかい やし 

い 感じさえ 致しました。 おつむ は 相 変らず 短く 丸 刈に 

して 居られ ましたが、 白髪が めっきり ふえてい ました _ 

以前と 違って、 矢 鰭に 私に お 追従ば かり おっしゃる 

ので、 私 は、 まごついて、 それから 苦しくな りました _ 

きりょうが 良い の、 しとやか だのと、 聞いて 居られな 

いくらいに 見え透いた お世辞 を おっしゃって、 まるで 

私が、 先生の 目上の 者 か 何 かみたい に 馬鹿 叮嚀な 扱い 

をな さるので した。 父 や 母に 向って、 私の 小学校 時代 

の 事 を、 それ はい やらし いくらいに、 くどくどと 語り 

私が 折角い い 案配に 忘れて いた あの 綴 方の 事まで 持ち 



めぐまれても いるし、 もっと 大きな 文章 家に 仕上げる 

事が 出来る のです、 僕 は、 寺 田 まさ子 さんの 先生より 

も 或る 点で 進歩して いるつ もりです、 それ は 徳育と い 

う 点であります、 あなた は、 ルソォ という 人 を 知って 

います か、 ジ ヤン. ジャック • ルソォ、 西暦 千 六 百、 

いや、 西暦 千 七 百、 千 九 百、 笑いなさい、 うんと 笑い 

なさい、 あなた は 自分の 才能に たよりす ぎて、 師を軽 

蔑して いるので す、 むかし 支那に 顔 回と いう 人物が あ 

リ ました、 等と いろんな 事 を 言い出して 一時間く らい 

経つ と、 けろ りと して、 また 此の 次の 事に しましょう 

と 言って 私の 勉強 室から 出て 行かれ、 茶の間で 母と 世 
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